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シ ル ク ロ ー ド学研 究 紀 要 voLl3

枠 機 【lFJ-2】

調査年月日

調査地

民族名

.1998年9月22日

チ ェ ル ゲ ル ド(Chelgerd)村

.パ フ チ ア リ(Bakhtiari)

テ ヘ ラ ン

チ ェル ゲル ド

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

傾斜式枠機
'鉄

,木(開 口保持棒,綜 続棒,綜

続支持具,経 糸中継棒)

全高236cm,全 幅258cm

固定式

:擬似輪状整経式

開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機 枠     く図IFJ-2-a-1>

 経 糸 保 持 具 .上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFJ-2-a-2>

        下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFJ-2-a-3>

 経糸間接保持具 経 糸 張 力 調 整 用 ネ ジ金 具

        (2本)<図IFJ-2-a-4>

 経 糸 中継 棒  く図IFJ-2-a-5>

 開[具    開 口保 持 棒 く図IFJ-2-a-6>

 緯 入 具   :板 金 状 緯 入 具(太 い緯 糸 用)

        〈写 真IFF-4-1-a>と 同 様

 緯 打 具   :櫛 状 緯 打 具

        く写 真IFJ-1-1-b>と 同様

 緯 打 補 助 具  緯 糸打 ち締 め 糸

 経 糸 整 列 具  輪 状 綜 続 型 経 糸 整 列 具

        く図IFJ-2-a-7>

 開 口部 記 憶 紐 く図IFJ-2-a-8>

 そ の 他    パ イ ル糸 切 断 用 ナ イ フ

調査メモ

枠機は、住居室内の壁に立てかけられてお り、機織

りは床に座っておこなわれていた。開口具としては

開口保持棒があるだけで、輪状綜続と見える部品く

図IFJ-2-a-7>は 、輪状綜続型経糸整列具として機能

している。開口保持棒の設置方式は開[保 持棒可動

式であるが、経糸の実際の開口操作では、開口保持

棒はほとんど動かされることはない。この枠機の機

織 りには、太い緯糸と細い緯糸が使われており、こ

れ らの緯糸を使用した機織 りの操作については、先

に提示 した枠機i【IFF-4】 の場合 と同様である。な

お、パイル織の糸の結びは トルコ結びであった。

lFJ-2-1 全 景

製織中の織物

織技法

地組織

素材

用途

経糸全長

織幅

:パ イ ル織

:平 織 変 化 組 織

:羊 毛

 カ ー ペ ッ ト

:470cm(全 周)

206m

織り手 女性3人

lFJ-2-a 構 造 図
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参 考 資料=巻 き編 用 枠 機 【IFJ-3】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月13目

タ ブ リ ー ズ(Tabliz)市

ペ ル シ ア(Persia)

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開口具設置方式

構成部品

 機枠

 経糸保持具

経糸間接保持∫

経糸中継棒

開口具

経糸整列具

開「1部記憶紐

製織中の織物

 技法

 地組織

 素材

:傾 斜 式 枠 機

木,鉄(ジ ャ ッキ)

全 高160cm,全 幅120cm

固 定 式

:擬 似 輪 状 整 経 式

開 口保 持 棒 可 動 式

 〈図IFJ-3-a-1>

 ヒ部 経 糸 保 持 棒(横 木)

 <図IFJ-3-a-2>

 下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

 <図IFJ-3-a-3>

.:経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッ キ

  (2本)<図IFJ-3-a-4>

 <図IFJ-3-a-5>

 開 口 保 持 棒 く図IFJ-3-a-6>

:輪 状 綜 続 型 経 糸 整 列 具

 く図IFJ-3-a-7>

●<図IFJ -3-a-8>

巻 き編(ス ー マ ク)

巻 き編 組 織

:羊 毛

用途

経糸全長

織幅

織 り手

カ ー ペ ッ ト

:290cm(全 周)

100cm

:女性1人

調 査 メ モ

タ ブ リー ズ市 内 の 工 芸 研 修 所 で 使 わ れ て い た 、 こ

の 枠 機 の 構 造 は 、 【IFJ-1】 や 【IFJ-2】 の 枠 機 と 、

共 通 して い る が 、 こ の 枠 機 で は 、 織 物 で は な く、

巻 き 編 組 織 の カ ー ペ ッ トが つ く られ て い た 。 枠 機

の 内 側 に は 、 経 糸 の 張 力 調 整 ジ ャ ッ キ2本 が 取 り

付 け ら れ て お り、 上 部 経 糸 保 持 棒 の 高 さ を 変 え て

経 糸 の 張 力 を 調 整 す る 仕 掛 け と な っ て い る 。 開 口

具 と し て は 、 開[保 持 棒 が あ る だ け で 、 輪 状 綜 続

と見 え る部 品 〈図IFJ-3-a-7>は 、 輪 状 綜 続 型 経 糸 整

列 具 と して 機 能 し て い る 。 開 口保 持 棒 の 設 置 方 式

は 開 口 保 持 棒 可 動 式 で あ る が 、 開 口保 持 棒 は ほ と

ん ど動 か さ れ る こ とは な く、 織 り手 は 、2本 の 経

糸 を 指 で す くい取 り、 緯 糸 を ル ー プ 上 に 巻 きつ け

な が ら編 む と い う技 法(ス ー マ ク)の み に よ っ て

カ ーペ ッ トを つ くって い た。

lFJ-3-b巻 き編 組 織

lFJ-3-a 構 造 図 lFJ-3-1 巻 き編 用 枠 機
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高 機 【ITF-1】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月11日

タ ー ゼ ・ア ー バ ー ド

(Tazeabad)村

タ リ シ ュ (Talysh)

1タ㌔ゼ ・ア ーバ ≡「ド

アヘ フ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

'高 機

'木

全 長264cm,全 幅83cm,全 高190cm

固 定 式

平 整 経 式

綜 続 可 動 式

構 成 部 品

 機 台     く図ITF-1-a-1>

 経 糸 保 持 具  経 糸 保 持 棒 く図ITF-1-a-2>

        布 巻 き棒 く図ITF-1-a-3>

        <写 真ITF-1-3-a>

 経糸間接保持具:布 巻 き制 御 棒

        く図ITF-1-a-4><写 真ITF-1-3-b>

        布 巻 き保 持 具

        く図ITF-1-a-5><写 真ITF-1-3-c>

 開 口具   番 目綜 続(2枚1組)

        <図ITF-1-a-6>

 開 口補 助 具  滑 車 く図ITF-1-a-7>

        <写 真ITF-1-5>

        踏 み 木 く図ITF-1-a-8>(2本)

 緯 入 具    :1予く写 真ITF-1-2>

 緯 打 具    筬 く図ITF-1-a-9>

 緯 打 補 助 具  腕 木 く図ITF-1-a-10>

 そ の 他    座板 く図ITF-1-a-11>

掛 けて機織 りをしていた。この機織 りでは、外部か

らの注文 とともに持ち込まれた糸を使って、イスラ

ームの礼拝のさいに使われる敷布が織 られていた。

調査地周辺では、高機はこの1台 があるのみという

ことであった。高機にかけられた経糸は、先に行 く

にしたがって次第に幅を狭め、天井に渡された2本

の横木を介 して、織 り手の背後で先端部経糸保持棒

に束ねた状態でくくられている。そ して、この先端

部経糸保持棒は、機台の後部に取 り付けられた棒と

紐で繋いである。

lTF-1-1 全 景

製織中の織物

織技法

地組織

素材

用途

経糸全長

織幅

:格 子 縞 織

:平 織 組 織

:羊 毛

:礼 拝 用 敷 布

:1000cm以 上

45.5cm

ITF-1-a 構 造 図

織り手 男性1人

調査メモ

高機は、住居室内に置かれており、男性が座板に腰
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lTF-1-2  ネ予 lTF-1-b 模 式 図

lTF-1-3 布巻 き棒 一a,布 巻 き制 御 棒 一b,布 巻 き保 持 具 一c lTF-1-5 滑 車

lTF-1-4 踏 み木 lTF-1-6 製 織 され た格子縞の織物
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高 機 【ITF-2】

調査年月日

調査地

民族名

.1998年9月19-20日

.カ ー シ ャ ー ン(Kashan)市

ペ ル シ ア(Persia)

テヘ ラ ン

カ ー シ ャ ー ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

構成部品

 機台

 経糸保持具

高 機

.木

全 長300cm,全 幅130cm,機 枠

全 高177cm

垂 下 式

平 整 経 式

綜 続 可 動 式

経糸間接保持具:

開口具

開口補助具

緯入具

緯打具

経糸整列具

パイル経分離棒'

幅出し具

その他

<図ITF-2-a-1>

経 巻 き棒1(地 経 用)

<図ITF-2-a-2>

経 巻 き棒2(紋 経 用)

<図ITF-2-a-3>

布 巻 き棒 く図ITF-2-a-4>

縦 巻 き 棒 制 御 棒 く図ITF-2-a-5>

錘 り1<図ITF-2-a-6>

錘 り2<図ITF-2-a-7>

滑 車1<図ITF-2-a-8>

布 巻 き 制 御 棒 く図ITF-2-a-9>

番 目綜 続(5枚)<図ITF-2-a-10>

滑 車2

<図ITF-2-a-ll><写 真ITF-2-2>

踏 み 木(5本)<図ITF-2-a-12>

杵 く写 真ITF-2-3-b>

筬 く図ITF-2-a-13>

.綾 棒1(4本)<図ITF-2-a-14>

綾 棒2 (2本)<図ITF-2-a-15>

.<図ITF-2-a-16>

:伸 子 く図ITF-2-a-17>

.座 板 く図ITF-2-a-18>

パ イ ル 糸 切 断 用 ナ イ フ

<写 真ITF-2-3-a>

パ イ ル 用 レ ー ル<写 真ITF-2-4>

パ イ ル 糸 プ レ ス 棒

く写 真ITF-2-6-a>

パ イ ル 糸 プ レ ス 用 下 敷 き板

く写 真ITF-2-6-b>

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

織 り手

ビ ロー ド織

:綾 織 組 織

絹

織 り見 本

2000cm以 上

43.5cm

.男 性1人

調 査 メ モ

こ の 高 機 は 、 カ ー シ ャ ー ン の 伝 統 工 芸 セ ン タ ー

(Markaz-e Honarha-ye Sonnati, Kashan)の 半 地 下

の展 示 室 に設 置 さ れ て い た 。 この 高 機 で は、 ビ ロー

ド織 の 実 演 が お こ な わ れ て い た 。 経 糸 に は、 地 経 と

紋 経 の2種 類 が あ り、 紋 経 が パ イ ル糸 と して 使 用 さ

れ て い た。 経 糸 の保 持 方 式 は 垂 下 式 で 、 地 経 用 の 経

巻 き棒 に は、 両 端 の 把 手 か ら石 の 錘 りが 吊 る さ れ 、

紋 経 用 の 経 巻 き棒 の 下 端 には 石 を袋 詰 に した錘 りが

吊 る され て い た 。 開 口 具 は5枚 の 番 目綜 続 で構 成 さ

れ て い るが 、 奥 に あ る4枚 は地 経 用 の綜 続 で、 手 前

にあ る1枚 は紋 経(パ イ ル用 の 経 糸)用 の綜 続 と し

て 機 能 し て い る 。 た だ し、 後 者 の 紋 経 用 の 綜 続 は 、

一 般 的 な番 目綜 続 とは 異 な っ てお り
、 専 門 的 に は無

双 綜 続 と呼 ば れ て きた タ イ プの 番 目綜 続 で あ る。 こ

の 高 機 で織 られ て い た ビ ロー ドの地 組 織 は 、綾 織 組

織(3/1の 綾)で あ る 。 ま た、 ビ ロ ー ドを織 る た め

の 操 作 と して は 、 機 織 りの 作 業 工 程 の 中 で 、地 組 織

を構 成 す る緯 糸 が 通 され る た び に 、紋 経 を上 、地 経

を下 と した 開 口 部 に、 断 面 がU字 形 の細 い パ イ ル用

レー ル1本 が 挿 入 され る。 そ して 、2本 目の レー ル

を挿 入 し終 わ っ た あ と、 先 に挿 入 した レー ル のU字

形 の溝 に ナ イ フ を走 らせ てパ イ ル 糸 を切 断 す る とい

う作 業 が 繰 り返 され る。 なお 、 こ の機 織 りの作 業 工

程 で は 、30cmあ ま りの 長 さ を織 る と、 そ の た び に機i
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織 りを 一H中 断 して 、 ビ ロ ー ドの布 面 に模 様 付 けが

お こ なわ れ て い た 。 これ は、 布 の ドに 下 敷 き と な る

板 を挿 し込 み 、 そ の 後 に、 パ イル 糸 プ レス 棒 の 細 く

丸 み を帯 び た 先 端 部 で 、 布 面 を渦 巻 状 に 円 を描 くよ

う に強 く擦 り、 パ イ ル糸 を寝 かせ 付 け る とい う も の

で 、 この 作 業の 繰 り返 しに よ っ て 、布 の 全 面 に丸 紋

が 模 様 と な って あ らわ さ れ て い た。

lTF-2-2 高機 側 面

lTF-2-1 全 景

lTF-2-3 パ イ ル 切 断 用 ナ イ フーa,ネ 予一b

lTF-2-a 構 造 図
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lTF-2-4 パ イル 用 レー ル

ITF-2-6 パ イル糸 のプ レス

パ イル糸 プ レス棒 一a,

パ イル糸 プ レス用下敷 き板一b

lTF-2-5 パ イル 糸 の切 断

ITF-2-7 パイル糸 をプ レス してあ らわ された

ビロー ドの模様

lTF-2-b 模 式 図
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